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2025年1月期 第2四半期決算総括
1　連結決算概要

（ YoY +14.4% ）

3,191百万円
（ YoY +15.2% ）

373百万円

（ YoY +21.7% ）

478百万円
（ YoY +13.5% ）

228百万円
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■ Q1からQ2にかけて増収増益がペースアップ（売上高：＋10.8%→＋17.7% 営業利益：＋4.9%→＋22.3%）
■ 収益性の高い既存事業が安定的に成長するとともに、投資段階事業の赤字幅が着実に減少
■ 予算比率の大きいQ3以降に向けて順調に推移

売上高 営業利益

EBITDA 親会社当期純利益



連
結
業
績

連結損益計算書
1　連結決算概要

連結損益計算書における重要指標はすべて過去最高を更新
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連結売上高

お墓 + 仏壇

葬祭

アセットマネジメント

介護

官民

その他

2024年1月期Q2

実績

2,790

1,200

512

422

268

211

174

1,241

633

448

296

320

251

41

120

25

27

109

76

＋3.4%

＋23.6%

＋6.1%

＋10.3%

＋51.6%

＋44.1%

3,191 401 ＋14.4%

2025年1月期Q2

実績 増減 前年同期比（百万円）

連結営業利益

連結営業利益率

EBITDA

連結経常利益

親会社当期純利益

324

11.6%

393

323

201

373

11.7%

478

370

228

49

－

85

47

27

＋15.2%

＋0.1pt

＋21.7%

＋14.8%

＋13.5%



事業成長に合わせて費用も増加しているが、計画通りに推移

主な費用の推移（連結ベース）
1　連結決算概要

人件費等 広告宣伝費 償却費 その他

969

Q1 Q2 Q2Q3 Q4

2023年1月期

Q1

2025年1月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年1月期
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（百万円）

427

238

270

34

469

311

299

33

1,045

1,112

497

329

331

30

1,187

519

367

304

33

520

374

316

34

1,223 1,245

509

433

335

34

1,310

521

388

324

33

1,267

535

399

375

51

1,361

560

430

412

53

1,456

273

35

272

465
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仏壇事業に課題が残るものの、お墓事業に関しては下半期の二ケタ成長に向けて、
先行指標が堅調に推移

お墓仏壇事業 セグメント実績
1　連結決算概要

419

496 492484

81

86 88 87

481

85

558558

74
62

532532

58

535535

61

546

売上高 四半期推移

Q1 Q2Q1Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年
1月期

2025年
1月期

2024年
1月期

588

+2.3%

前年同期比いいお墓 いい仏壇

59

+13.2%

前年同期比

2023年
1月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q2Q3 Q4 Q1

2024年
1月期

2025年
1月期

お墓斡旋事業の状況

紹介数（件） 単価（円）成約数（件）

（百万円）

72,780 75,489
70,404 69,248 68,187 70,133 73,065 73,47170,913

14,901
14,415

19,333

3,072
4,205 4,282 4,220 4,244 4,899

15,819

18,558 18,596

22,400

17,598

4,746 4,546 4,681

21,429 21,056

5,150

71,585
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葬祭事業 セグメント実績
1　連結決算概要

売上高の前年同期比がQ1の＋14.2%に引き続き、Q2においても＋34.7%と好調
新システムの稼働による生産性の向上や継続的な提携事業者の増加が、成約数に寄与

282
293

279

230
245244

258

331
310

322

Q1 Q2Q1Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年
1月期

2025年
1月期

2024年
1月期

2023年
1月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q2Q3 Q4 Q1

2024年
1月期

2025年
1月期

+30.3%

前年同期比

売上高 四半期推移 葬祭斡旋事業の状況

+34.7%
前年同期比 紹介数（件） 単価（円）成約数（件）

2,388

83,284 87,955 86,412
92,658

100,691 101,845 104,887
112,748

104,677

7,660
7,300

8,414
8,960

2,241

7,674

1,809

6,808

1,899

6,803

2,474

9,145

2,406

9,095

2,514
2,104 2,374

（百万円）

8,868

2,262

104,783



成約数、単価ともに前年同期比プラスで推移
死後の相続手続きだけでなく新領域へのサービス拡充に向けて計画中

アセットマネジメント事業 セグメント実績
1　連結決算概要

119

20

126

23

142

24

156

29

190190

41

184184

36

167

34

いい相続 その他

売上高 四半期推移

+16.0%

前年同期比

相続斡旋事業の状況

Q1 Q2Q1Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年
1月期

2025年
1月期

2024年
1月期

2023年
1月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q2Q3 Q4 Q1

2024年
1月期

2025年
1月期

42

+6.3%

前年同期比 紹介数（件） 単価（円）成約数（件）
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182182

40

192

33

179

（百万円）

1,040

1,884

92,155

1,077 1,123
1,252 1,183 1,184

1,300

1,942
2,107

2,442

2,246 2,177 2,187

1,262

2,226

2,539

1,396
92,525 93,597 97,513 102,478 106,422 105,211 105,014 99,393

1,348

110,432

2,526



介護事業 セグメント実績
1　連結決算概要

成約数は過去最高、単価も安定しており、売上高は前年同期比で＋16.5%となった
マーケット拡大に伴い積極的な投資を実施しており、今後も大きな成長を目指す

5,879

73

106

124 126
135 133

155 155

140 140

+14.8%

前年同期比

売上高 四半期推移 介護斡旋事業の状況

+16.5%

前年同期比

Q1 Q2Q1Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年
1月期

2025年
1月期

2024年
1月期

2023年
1月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q2Q3 Q4 Q1

2024年
1月期

2025年
1月期

紹介数（件） 単価（円）成約数（件）
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221,250

639

267,016
240,039 239,969 224,420 211,575

229,021 233,339
200,246

239 308 451 590 536 539602576524

2,317
3,167

3,769

4,606

5,308
5,122

5,818 5,785

6,355

227,753

（百万円）



提携自治体人口カバー率の拡大売上高 四半期推移

2024年7月31日現在

52.5%

提携自治体
人口カバー率

（昨年7月末：32.2%）

官民協働事業 セグメント実績
1　連結決算概要

売上高が前年同期比＋55.7％と過去最高を大幅に更新
高齢化の進行を背景に、「終活」にかかわる商品・サービスの受注残が好調に推移

48
54

95

72

88

122122
111111

130

190

168

Q1 Q2Q1Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年
1月期

2025年
1月期

2024年
1月期

+55.7%
前年同期比
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（百万円）



連
結
貸
借
対
照
表

連結貸借対照表
1　連結決算概要

＊ 2022年1月13日付開示、2022年12月9日付開示及び2023年10月12日付開示の株主還元策（自己株式取得）によるもの

健全な財務基盤を背景に、ITシステムや周辺事業への投資（M&A含む）に現預金を活用予定

10©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved.

流動資産

　うち現金及び預金

固定資産

総資産

流動負債

固定負債

純資産

　うち資本金

　うち自己株式＊

自己資本比率

2024年1月末 2024年7月末 前期末比

3,094

1,992

954

4,048

819

76

3,152

1,057

▲1,336

77.8%

3,052

1,914

1,061

4,114

804

76

3,232

1,057

▲1,336

78.5%

▲1.4%

▲3.9%

＋11.3%

＋1.6%

▲1.8%

＋0.4%

＋2.5%

－

－

＋0.7pt

（百万円）
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長期ビジョン・中期経営計画の刷新
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

ますます拡大する終活マーケットのニーズに応えるべく、10年後の社会への終活インフラ浸透に向けて3か年でその基盤を整備する

      売上500億円以上
営業利益100億円以上

売上11億円
営業利益2.2億円

長期ビジョン

長期ビジョン
（10年後：2035年）

2027年
1月期

（中期経営計画最終年度）

2024年
1月期
（直近）

2016年
1月期
（上場時）

売上120億円
営業利益25億円

売上58億円
営業利益8.1億円

供養市場から終活市場へ

終活インフラの整備 社会への浸透

供養市場へ向けた
Webサービス

クロス
ユースの
強化

集客
チャネルの
多様化

サービスの
拡充 国民の生活を支える社会基盤

終活インフラ
の定着

＝
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中期経営計画の戦略骨子について
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

既存並びに新規の様々なサービスから共通データ（顧客・行動）を獲得し、横断的なマーケティングに最大限活用
オンラインに加えてオフラインでの顧客接点を増大させることで“終活インフラの整備”を加速

集客チャネルの多様化クロスユースの強化 サービスの拡充

顧客接点

共通データ
（顧客・行動）

こころ
（供養）
領域 

からだ
領域

おかね領域

・自治体との連携・・・❷
・店舗の活用
・オフライン営業開拓
・アライアンス推進

オフライン集客 
・Webメディア強化
・システムリプレイスメント推進
・AIやデータの活用
・SNSや動画の活用

オンライン集客
❶

❸ 入口となる新領域サービスの探索（M&A含む）

● オフライン集客（自治体連携）の推進… ❷
● オフライン営業機能の立ち上げ

● 入口となる新領域サービスの探索
  （M&A含む）… ❸
● 既存事業の領域拡大

● システムリプレイスメントによる共通データ
の蓄積… ❶

●  横断マーケティング機能強化

©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved. 13



❶ システムリプレイスメントによる共通データの蓄積（1/2） ～クロスユースの強化～
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

サービスごとに新システムがリリースし、保有している顧客データを同一システムに順次統合
葬祭、相続が完了し、下期に不動産、お墓、介護がリリース予定。これによりクロスユースを含む様々なマーケティング施策が可能に

2025年1月期Q1
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2025年1月期Q2 2025年1月期Q3 2025年1月期Q4

FAX・連絡機能・名寄せ処理・架電管理・個人情報削除仕様変更

各サービスの新システムリリースごとに共通データとして蓄積

いい葬儀リリース完了
いい相続リリース完了

利用履歴

共通データ基盤

共通機能

いい介護リリース予定

いいお墓リリース予定

相続不動産サポートリリース予定

HBCリリース予定

いい仏壇リリース予定

利用履歴リリース予定

©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved. 14



❶ システムリプレイスメントによる共通データの蓄積（２/2） ～クロスユースの強化～
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

システムリプレイスメントにより、データ基盤整備だけでなく、お客様センターの生産性も大幅に向上
葬祭では四半期で約0.36億円の改善効果が見られた

オペレーターSさんの事例

※受電後に必要な事務作業にあてる時間

後作業時間※の削減と受電数向上 応答率向上による売上貢献

後作業時間が短縮し受可時間が増えた結果、受電数が向上した

後作業時間

受電数

55h  　　 22.5h（32.5h減少）
510件（90件増）420件

累計作業時間

リプレイス前
2024年1月

リプレイス後
2024年5月

0 20 40 60 80 100

40.1% 27.3% 14.5% 18.1%

50.6% 13.7%13.7% 21.9%

受可時間 後作業時間
通話時間 その他

応答率の向上

フォームの紹介スピードの向上

Before

After

フォーム問い合わせから紹介に至る
までの期間が、リプレイス後大幅に短
縮された。

97%94% 3pt
上昇
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❷ オフライン集客（自治体連携）の推進 ～集客チャネルの多様化～
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

自治体ビジネスは4つの事業から成り立ち、終活メディア事業に加えて終活受託事業も順調に推移
第二の柱である終活受託事業は人口の多い都市を中心に順調に立ち上がってきている

官民協働事業の成長戦略

A 従来の紙媒体の広告事業にWebメディアも追加
B 終活領域における顕在化した課題解決を支援
C 終活領域におけるDXを主とする潜在的な課題の支援
D 鎌倉新書の各サービスへのオフラインチャネルとしての役割

38期：鹿児島市
39期：泉佐野市
40期：藤沢市、江戸川区、練馬区、郡山市、鎌倉市
41期：横浜市、中野区、朝霞市、桐生市、北区、川崎市、武蔵野市

0

2

4

6

8

10

12

14

2024年
1月期

全体
収益

（自治体数）
期間

2025年
1月期

2026年
1月期

2027年
1月期

2028年
1月期

2022年
1月期

2023年
1月期

2024年
1月期

2025年
1月期

2026年
1月期

終活受託事業

終活メディア事業

住民向け終活サービス事業 D

C
B

A

終活受託事業の伸長

終活コンサルティング事業

©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved. 16



既存事業の周辺を拡大していくとともに、新たな顧客接点を創出すべく新サービスを積極的に探索していく（M&A含む）

❸ 入口となる新サービスの探索（M&A含む） ～サービスの拡充～
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

顕在

斡
旋
事
業
・
収
益
軸

顧
客
と
の

新
規
接
点
創
出
軸

終
活
ニ
ー
ズ

顧客
（中計ターゲット：親（家族）の終活を行う層）

こころ
（供養）領域

おかね
領域

からだ
領域

潜在

散骨

葬 儀介 護

相 続 墓じまい仏壇おひとり
さま

不動産

顧客
データ
蓄積

お 墓

新サービス
領域

顧客体験価値向上
 （マーケティング高度化、新サービス企画、等）

NEW

新サービス

NEW

新サービス

NEW

新サービス

NEW

新サービス

保険

©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved. 17



①こころ（供養）、おかね、からだ、官民といった既存事業においては安定的な売上・利益成長を見込む
②地道に積み上げてきた終活領域での事業ポートフォリオと顧客データを活用することでクロスユースを促進
　同時にオンラインに加えてオフライン集客も強化することで、掛け算の世界を作り上げていく

今後の事業計画について（事業・領域ごと）
2　中期経営計画（2024年度～2026年度）の概要

0

25

50

75

100

125

40期 41期 42期 43期

こころ（供養）領域（お墓・葬儀等）
おかね領域（相続・不動産・保険等）
からだ領域（介護・見守り等）
● お墓等のこころ（供養）領域は昨対比+10%程度の成長を見込む
● 相続等のおかね領域は死後領域に加えて生前領域へも拡大
● 介護等のからだ領域は黒字に転換。高成長も相まって利益拡大フェーズに

官民領域
● これまで培ってきたコアコンピテンシー（終活領域における総合的な課
題解決力）が高齢化が進む自治体との事業機会を拡大中

● 地方自治体を通じて地域住民の終活課題を解決するビジネスモデルを
推進中（当社にとってのオフライン集客機能）

クロスユース
IT化プロジェクトで顧客データが整備され、当社サービスの複数利用に向
けたマーケティング活動が徐々に実りつつある

新規事業・その他
新規事業への積極投資や的を絞った能動的なM&A・アライアンスによっ
て事業拡大を目指す

©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved. 18
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■売上高
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配当については、今期よりスタートした中期経営計画の3か年に限り、配当性向100％、または、1株当たり20円、のいずれか低いほうとする
来期以降、EPSが20円を超えた分については、会社の成長に向けた投資（ITシステム、M&A）に全て振り向ける

株主還元方針ならびに利益処分方針について
3　成長に向けての投資およびESGについて

※1　2026年1月期、2027年1月期については、2025年１月期２四半期（中間期）期中平均株式数37,055,889株を前提に算出した。
※2　2024年1月期に今回の株主還元方針を当てはめた場合、配当性向は100％、配当金は14.1円となる。

３か年中期経営計画

©Kamakura Shinsho, Ltd. All Rights Reserved. 20

現預金残

ROE (%)

営業利益

当期純利益

EPS(円)※1

配当金(円)    

  

2,256

5.0

265

180

4.7

1.0

2,707

9.8

532

361

9.3

2.0

2,516

12.9

686

453

11.9

2.5

1,992

16.3

816

530

14.1

4.0※2

  －

－

1,100

770

20.4

20.0

－

－

1,600

1,103

29.8

20.0

－

－

2,500

1,727

46.6

20.0

2021年1月期 2022年1月期 2023年1月期 2024年1月期 2025年1月期
予測

2026年1月期
予測

2027年1月期
予測（百万円）



収益事業のさらなる拡大と新規顧客接点創出の2つの視点で、積極的な投資を実施していく

成長に向けての投資の考え方
3　成長に向けての投資およびESGについて

顕在

斡
旋
事
業
・
収
益
軸

顧
客
と
の

新
規
接
点
創
出
軸

終
活
ニ
ー
ズ

顧客
（中計ターゲット：親（家族）の終活を行う層）

こころ
（供養）領域

おかね
領域

からだ
領域

潜在

散骨

葬 儀介 護

相 続 墓じまい仏壇おひとり
さま

不動産

顧客
データ
蓄積

お 墓

新サービス
領域

顧客体験価値向上
 （マーケティング高度化、新サービス企画、等）

NEW

新サービス

NEW

新サービス

NEW

新サービス

NEW

新サービス

保険
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ESGに関する取り組み
3　成長に向けての投資およびESGについて
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2023年よりESGへの取り組みを見直し、その基本方針の高度化に取り組んでおります。
ESGに関する情報の積極的な開示ならびに社内整備に取り組むことで総合評価を引き上げてまいります。

E （環境の取り組み）
当社は、水の効率的な使用や省エネルギーを推進し、水使用量やエネルギー使用量の削減に取り組みます。また、世界的な
カーボンニュートラルの実現に向けて、温室効果ガス排出量の削減に取り組みます。

S （社会の取り組み）
当社は、進展する高齢社会の下でこれまでにも増して多くの社会課題が山積していることを誰よりも強く認識し、その中で1
人でも多くの高齢者とその家族が安心して笑顔で暮らせる社会の実現を目指しています。事業活動において安心、安全で価
値のある情報やサービスを提供し、人々の夢や希望、不安や課題を解消するソリューションの提供につとめます。

G （ガバナンスの取り組み）
当社は、持続可能なよりよい社会を次世代へつなげるために、高齢者が明るく前向きに安心して生きられる終活インフラ（基
盤）を構築することを目指しています。当社ビジョンとミッション並びにサステナビリティ基本理念にもとづいて、将来にわた
る永続的な事業活動と社会貢献の推進を通じて、顧客をはじめとしたすべてのステークホルダーのみなさまの信頼と期待
に応えます。

2.4 /5.0 Environment Score：1.0　Social Score：2.0　Governance Score：4.0
※2024年6月時点、FTSE公表

総合評価

1.0

2.0

4.0
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会社概要
4　会社概要
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会社名 

代表者名

設立日

資本金

所在地

従業員数

事業内容

グループ企業

株式会社鎌倉新書

代表取締役会長CEO　清水 祐孝
代表取締役社長COO　小林 史生

1984年4月17日

10億5,763万円

本社：東京都中央区京橋2-14-1　兼松ビルディング3階
営業所：大阪／名古屋／福岡

277名
（契約社員、パート、アルバイト含む）（フリーランス、業務委託を除く）

ITメディア・サービス事業
マッチングプラットフォームとなるポータルサイト運営を中心とした、終活に関わる情報サービスの提供
自治体に対する高齢者領域での住民サービスの支援

株式会社ハウスボートクラブ
株式会社エイジプラス
株式会社鎌倉新書ライフパートナーズ

※2024年7月31日現在



ビジネスモデル
4　会社概要

お客様

高齢者とその家族の「終活」における、あらゆる希望や課題を解決するための情報とサービスを提供することで
「終活インフラ」を構築し、我が国の高齢社会に貢献してまいります。

霊園／葬儀社／士業

お客様のさまざまなお困りごとに対応するサービス

認知度を上げたい

and more

顧客接点を持ちたい

商品を提供したい

商品を買いたい

終活の情報を集めたい

適正価格で購入したい

情報を
閲覧・相談

優良
事業者を
紹介

お客様を
紹介

情報を
掲載

販売などのサポート

集客などのコンサルティング

手厚い対応のコールセンター

見学・見積などの情報サポート

優良事業者
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本資料に記載された意見や予測などは資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。

市場環境や業界動向、その他内部・外部要因等により変動する可能性があります。

実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることをご承知おきください。

免責事項




